
「美容センサス2022年下期」から読み解く！
【コスメ・美容医療】から見える消費の兆し

対象：15～69歳男女の過去1年間における「美容意識・コスメ・美容医療」に対する意識・利用実態を調査
(男女各6,600サンプル／人口20万人以上居住都市) 期間：2022年8月10日（水）～8月19日（金）
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*購入率…1年以内にメイクアイテムを1個以上購入した割合
≪美容意識・購買行動編≫P.5、資料編 P.25
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【女性】メイクアイテムの年間購入率*

コロナ禍のマスク生活で注目されてきた「目元のメイク」。コロナ禍前（2019年）と比べて、購入率の順位が上
昇し、2022年の調査では、メイクアイテムの年間購入率の同率1位に「アイブロウ」がランクアップ。消費者か
らは、「マスク生活は眉毛を描くだけで化粧しているように見られたから」（20代女性）など購入の理由が挙げ
られている。「アイシャドウ」「アイライナー」の目元メイクアイテムもコロナ禍前よりも順位が上昇。

「アイブロウ」の年間購入率が前年から増加
購入ランキング同率1位に浮上

目元美容は、サロン利用率の上昇にも！20代女性の5人に1人が「アイビューティーサロン」を利用
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脱マスクを意識!?
ベースメイク、口紅・グロスの購入率＆購入金額が増加！

目元メイクシフトの一方で、「脱マスク」を意識した調査結果も。「マスクを外した時に、メイクやスキンケ
アで注力する部分」の1位は「ベースメイク」、2位は「口元のメイク」。口紅・グロスの購入率は20代、30代
を中心に前年から増加しており、年間購入金額（5,470円）も786円の大幅増加。
また、下地、ファンデーション、コンシーラーなどのベースメイクの購入率、購入金額も前年から増加。

【女性】マスクを外した時に、
メイクやスキンケアで注力する部分

【女性】ベースメイク、口元のメイクに関するメイクアイテムの
購入率と購入金額（抜粋）

≪美容意識・購買行動編≫P.4 ≪美容意識・購買行動編≫P.5、P.7

アイビューティーサロン利用率

「美容センサス2022年上期<アイ
ビューティーサロン編>」P.3

メイクアイテム購入率1位（同率）に上昇した「アイブロウ」。コロ
ナ禍で目元を重視した美容は、サロン利用の上昇にもつながってい
ます！アイビューティーサロンの利用率（過去1年間のサロン利用
率）は、2022年に9.3%と最高値に。さらに20代女性の5人に1人はア
イビューティーサロンを利用（21.6%）しており、マーケットが拡
大しています。
（『ホットペッパービューティーアカデミー』研究員 田中公子）



【男性】美容医療利用率
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【研究員解説】男性メイクは引き続き20代男性が購入をけん引していますが、2022年は30代男性の購入率が前年
から5.0ポイント上昇の16.8%と大幅増加！メイクの利用が、30代のビジネスパーソンに広がっていることがうかが
えます。購入アイテムで昨年から最も増加したのは、20代は「コンシーラー」、30代は「下地」で、ベースメイ
クのアイテムを中心に利用者が広がっていることが推察できます。
（『ホットペッパービューティーアカデミー』研究員 田中公子）

男性のメイクアイテム購入がビジネスパーソンにも広がる!? 
30代男性の購入率が前年から大幅増加、ベースメイクを中心に購入

【男性】メイクアイテム購入率 【男性】メイクアイテム購入率ランキング（20代、30代）※TOP5

Point
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美容医療の経験者、女性は25%、男性は15%に。30代男性の利用率が増加！
1年間の平均施術費用は、男性が前年から大幅増加。女性18.7万円、男性11.4万円

≪美容医療編≫P.3 ≪美容医療編≫P.4

【研究員解説】男性の経験率・利用率が
前年から上昇し、過去5年で最も高いス
コアになりました。特に30代男性の利用
率増加が顕著にみられます。
メイクアイテムの購入率も30代男性が前
年からの伸びが大きく、ビジネスパーソ
ンの美容投資が増加していると考えられ
ます。
（『ホットペッパービューティーアカデ
ミー』研究員 田中公子）

≪美容意識・購買行動編≫資料編 P.29 ≪美容意識・購買行動編≫資料編P.28

【女性】美容医療利用率 【男女】美容医療 1年間の施術費用

＜30代男性・利用率（1年以内）＞

※美容医療・全体：「医療脱毛」「美容内科・美容皮膚科」「美容外科」「審美歯
科・矯正歯科」いずれか利用者をベースに集計。施術費用は全施術カテゴリの金額
を合算


